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スペク トルの解析方法は,薄膜近似 を用い,ローレンツ関数の重ね合わせ として,最小二乗
法による実験値 との重ね合わせを基本 とし,モデル計算 との比較 も行 った｡
スペク トルか ら鉄濃度 0.5- 1.5at.goの Cu-Fe合金 の急冷直後 の鉄原子の状態 として,
単独 Fe,Fe-Fe対及びFe-Fe-Fe等の小クラスター群が同定できた｡更に,室温時効 に
おける,安定なクラスター-の移行なども観測 された｡この鉄原子 の移動に空孔による機構 を
使い,反応速度論による計算 を行い,急冷前の高温 (900℃ )熱平衡状態 の銅 マ トリックス
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